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神経発生と血管新生の共時性と因果性の追究 
― バイオイメージングによる解析ならびに脳の栄養学のための文献調査 ― 
 
INVESTIGATION ON SYNCHRONICITY AND CAUSALITY BETWEEN 
NEUROGENESIS AND ANGIOGENESIS 
- BIOIMAGING ANALYSIS, AND LITERATURE SURVEILLANCE STUDY FOR 











































みや移行をコントロールする血液脳関門 (Blood brain 
barrier)に注目した。米国国立衛生研究所(NIH)医学図書館 
 




 注目した今年度の総説論文として、”The blood-brain 
barrier: Connecting the gut and the brain. Regulatory 
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 ダウン症候群細胞接着分子(DSCAM)は、神経系におけ
る接着分子の一つであり、神経発生において多彩な働きを
有する。私たちはDscam遺伝子座を破壊したマウスを作成
し、その全欠失変異体(Dscam-/-)が生後24時間以内に死亡
することを見いだし、不規則呼吸、高二酸化炭素血症に対
する呼吸応答の低下を全身プレチスモグラフィによって
明らかにした。Dscam-/-マウスの摘出延髄-脊髄標本におい
て、横隔神経を含むC4レベル脊髄前根が頻発性無呼吸を伴
う不規則なリズムで活動すること、さらには、電位感受性
色素を用いた光学イメージング測定法により、呼吸リズム
を形成する吻側延髄腹外側野の吸息先行型ニューロン集
団の同期的活動が消失していることを見いだした。一方、
Dscam+/-マウスは著明な異常もなく成獣まで生存したが、
全欠失変異体に比べて軽度の不規則呼吸が認められた。こ
れらの結果は、中枢性呼吸制御においてDSCAMタンパク
が、用量依存的な作用様式で決定的な役割を果たしている
ことを示唆する。
 
